
































































































































































































































































































































































































































































































































































は毎週 28時間で、週休 3日です。それで、人口の 70％がパスポートを持っ
ているんですね。この数値は、日本の自治体で最高の普及率なのだそうです。
実際、若者を中心に余暇活動や文化活動も非常に盛んです。
　なぜ、こんなことができるのか。人々が考えに考え抜いて、非常に付加価値
の高い農業経営やっているからです。そのための知恵やアイデアを誰が出すの
かと聞いたことがあります。答は「若者、よそ者、大馬鹿者」だというんです。
「若者」が、出かけた先や、この町を訪問した「よそ者」の刺激を受けて、新
しいアイデアを出す。すると、それを村の大人のなかの「大馬鹿者」が支援し
て実行に移していく。簡単にいうと、そういうサイクルを回転させることで、
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付加価値の高い農業の仕方を見つけるのだといいます。という意味で、ここで
の「大馬鹿者」は「常識にとらわれない利口者」を意味しているわけです。
　私は、この大山町を、何度も訪れているのですが、こうした試みが始まった
のは 50年ばかりも昔のことです。詳細は、皆さんで調べていただくとして、
大まかなことを言いますと、1960年代、ちょうどサントリーが「トリスを飲
んでハワイへ行こう」というコマーシャルを放映していたころに、大山町とそ
の農協が力を合わせて「ウメ・クリ植えてハワイへ行こう」という運動を始め
るわけです。田んぼをつぶしてウメやクリなどの果樹栽培を始めたんですね。
　これには、農林省が激怒したそうです。だって当時はまだ「米を栽培する田
んぼ」こそ「国の礎」にほかならなかったんですから……。ところが、やがて
1970年代には、その農林省の先導で、全国の減反が進んでいきます。それを、
米では食えないと考えた大山町の人々は先取りして、果樹栽培に転換したわけ
です。
　その開始に当たって、当時の農協理事長で町長でもあった人物は、「農協職
員の給与を 2倍にする」と言い放っち、それを早い時期に実現します。げん
に 1967年には約束通り、最初のハワイ旅行を実現し、それに参加した人々は、
新しい農作物を持ち帰って、それ以後の営農に巧みに活用することになります。
　以後、さまざまな新しい試みが行なわれました。たとえば 1972年には、エ
ノキダケ栽培に着手しています。1980年には、まだ日本では珍しかったハー
ブ栽培を始めています。その背景には、2000年の日本人の食生活を予測する
研究プロジェクトがあったそうです。さらに 1990年には、農産品の二次加工
を開始します。ちょっと形の悪いイチゴなんかをジャムに加工して売ろうとい
うわけです。
　ただ、こうした二次加工をすれば、瓶入りのジャムという最終商品ができあ
がる。ならば、それを自分たちの手で販売する施設まで作ってしまおうという
ので、大山町の入口に「木の花ガルテン」という大規模な商業施設を作りました。
　開業当初の 1990年には、商品の出品者がわずか 210人で年間売上額も
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6800万円に過ぎなかったのですが、13年後の 2003年には、2342人が自分
たちの作った品物を出荷し、売上額も 13億 6800万円にまで増えました。そ
の木の花ガルテンで買い物をするために、大山町を訪れる人が年間 190万人
に上るようにもなりました。で、その訪問者を歓迎しようと、大山町の入口の
山の斜面には、春になるとツツジの花で描いた、ピンクの「大山」という文字
が浮かび上がるといった具合です。
　つまり今日では、人口 4000人の山間部の町を、毎年 190万の人が訪れる。
いわば大山町は、旅や観光の領域でも成功を収めつつあるわけです。そして最
近は、博多あたりから来る人が多いというので、大山町は、日田市や福岡市、
大分市や別府市に合計 7店舗の「木の花ガルテン」を展開し、その繁栄を謳
歌しています。
北九州に潜在する近代工業遺産の魅力を活かす
　大山町の事例を、そのまま北九州市にあてはめることはできません。でも、
北九州とその周辺にも、磨けば光る資源はたくさんあります。
　じつは 1988年、ＪＲ九州の依頼で、私は乗客の減った旧地域の魅力づくり
のプロジェクトに参加したことがあります。その前年、1987年の国鉄の分割
民営化の結果、ＪＲ九州の経営が危機に瀕していたころの話です。
　北九州を中心に、いろんな場所を訪れているうちに、現在も保存されている、
1901年に建造された東田の溶鉱炉が目に入ったんですね。その瞬間、「あ、
これは現代芸術そのものや」という印象を持ちました。スペースワールドの入
口のスペースシャトルより、ずっと迫力があって、かつ美しいと思わされまし
た。
　溶鉱炉だけではありません。長崎の軍艦島にまで足を伸ばし、ここでも、そ
の迫力と美しさに打たれ、軍艦島を観光開発しようなどという提案をしたんで
すね。ただ、ちょっと時期が早すぎたんでしょう。当時そのアイデアはお蔵入
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りになってしまいました。それを最近は、長崎市を中心にして、新しい観光地
として高く評価し始めているわけでしょう？
　そんなことを考えていた矢先、ようやく 2007年に北九州イノベーション
ギャラリーができました。北九州の発展を支えてきた近代工業、それが生み出
したさまざまな遺跡や遺物に新しい光を当てようというわけです。
　そういえば門司港の周辺で、これより早い時期に、赤レンガ造りの建築など
が楽しめる観光開発がなされてきました。こうした資産を活かせば、北九州市
内にも、さまざまな魅力ある観光地が生み出されると思います。
　そこで話が飛躍しますが、世界的に有名な観光地として、日本人にも非常に
人気の高い、たとえばイタリアのベネチアという町ですね。あれは明らかに、
コロンブス以前の香料貿易で栄えた都市の遺産だといっていいと思います。そ
れを活かして、彼らは、世界中から莫大な数の観光客を呼び寄せているわけで
す。
　同じような試みは、イギリスにもあります。世界最初の近代的な製鉄所が誕
生したイギリス内陸部のラグビーという町の近くに、非常に美しい鉄の橋「ア
イアン・ブリッジ」があって、有名な観光名所になっています。
　これらの事例から学びつつ、日本も本格的に近代工業の遺産や遺物を活かす
観光を考えるべき時代に来ています。しかも、こうした試みは、若い人や子供
たちに対する教育として、非常に重要な価値を秘めているのではないでしょう
か。
　というのも、現代における最先端技術は、コンピュータですよね。これも重
要です。でも、困ったことに、いくらコンピュータに習熟しても、原因と結果
を結びつける「因果関係」という、非常に重要な物事の仕組みが見えてこない。
それは、なかで何が起こっているかが分からないブラックボックスであるわけ
です。
　それだけじゃない。ちょっと古いミシンなどを見ますと、私は「美しいな」
と思わされます。その好き嫌いは、人ごとに異なりますが、そうした美しさの
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感覚は、いわば技術的な制約のもと、ひたすら機能を考えることで、というよ
りは、機能に制約されることで生み出された形の美しさだという気がします。
現代という時代は、ブラックボックスとしてのコンピュータを多用すること
で、そうした制約から自由な美しい造形が可能になった反面、なんだか捉えど
ころのない造形が闊歩しているという気がしないでもありません。
　それに、因果関係から自由になることが、むろん好ましい面も持つのですが、
逆に困った問題を引き起こすことにもなる。死んだ虫を見て「電池が切れた」
という子供たちの感性と「死がどんなものか知りたかった」と幼児の首をちょ
ん切ることとの間には、もしかすると、何か関係があるかもしれないという気
がするわけです。
　とまあ、いろんなことを申しあげましたが、これからの時代は、人を造り、
まちを興し、その結果、国が立っていく。地域と町の魅力を見つけ、創りだし、
広く世間に伝え、巧みに訪問客をもてなす。共に喜び、共に楽しむ。そのこと
によって地域と町の魅力が増大し、訪問客が増える。こうなると、人々の誇り
が高まる。観光が新しい産業として地域経済を支える役割を果たす。その過程
で、すぐれた人材が輩出し、地域とまちの誇りと活力が蘇る。そして、より広
く大きく「にっぽんの観光立国」が実現する。
　そういう役割を、ぜひ九州国際大学観光ビジネスコースには果たしてもらい
たいと思います。というわけで、ひとことで言えば、「まちを興し、国を立て
る観光を創る人」を育成することが、これからの九州国際大学観光ビジネスコー
スの課題なのだと思います。本日は、そんな思いを話させていただいた次第で
す。ご静聴、ありがとうございました。
（2010年 12月６日、九州国際大学での講演）
